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F 本 のある生活

ー一一新入生を迎えて． 
春先の気候は気紛れだ。そろそろ新学期の開始

を気にしながら、移り気の空を仰ぐ。視船、春の日

を前にして、過ぎゆ〈冬空の険しさが、妙に心残

りを覚えさせる。久しぶりに山里の温泉郷を訪れ

る。期待の途中の景観は濃霧にさえぎられ、まる

で視界がきかぬ。車が山道の曲り急勾配を過ぎる

聞に、所序な〈料金表示計に目を向ける。不意に

胃のあたりに不快な圧迫を感ずる。時l乙遠出の行

楽を訊みると、凡々と本の背表紙を眺めて 〈らす

日常生活が、なにやらおぼつかな〈、頼りないも

のに見える。最近は、春のけだるさとは無関係

に、年毎にものを覚える操作があやふやで、心も

とない当然心得えている筈の知識も、必要な情

． 報の入手、整理も、事に直面して、甚だ怪しいと

いうことが気になる。記憶、思考が藤鵬派の境界

にさしか〉る前に、せめて専攻の分野に関して、

より確実な知識の修得、正確な情報の獲得、整理

を意図しなければならぬ事を痛感する。日頃、慢

然と本の背表紙とつきあって、 活字の愚かな中毒

症状に陥ったかの無気力な姿勢がうかんでくる。

問題意識が不徹底で暖昧であれば、情報検索の必

要性も、利用の仕方も、当然ぼけて乙ょう 。一次

資料のより効果的使用のうえで、二次資料の果す

べき効用、活用をもっと積極的に配慮しなければ

と反省する。

先頃の大学入試の期間中、入試業務のため、大

学図書館は臨時休館となったの当日の受験生の自

には、図書館は、単にその前を通りすぎた大学施

図書館長 ハ、 木 幹

設の一つにすぎなかった筈である。乙の四月、校

門を＼ ＇＞＇ る新入生にとって、大学図書館は、今後

どのように印象づけられてくるであろうか。

今日の社会で、 情報化社会の声を聞いてから既

に久しい。確かに活字の世界だけが、第一義的に

情報を提供し得るものではなし＇ o 他方、書物の利

用は、図書館i乙限られるわけではない。大学図書

館が情報、知識の分野で貢献すると乙ろは、限ら

れたものであり、相対的なものである。四年間の

学部生活の歳月にあって、一方的に大学図書館に

過大の期待、絶対の信頼を寄せることは、かえっ

て当を得ないであろう。緊張は必要で、ある。が度

を越した緊張は、空し〈身心を硬直させる。見え

るものが、見えな〈なってしまう。

吾々は、本学の大学図書館が、学生諸君の健全

な生活の律動のうちに、自ずと定着し、呼吸する

乙とを心から期待する。幸いに本学では数年来

、夜間開館。が実施され、年聞を通じて、朝の九

時より夜九時まで、訪れる諸君の図書館利用を待

っている。二度と経験し得ぬ青春の日々に、その

とらわれぬ視線にとらえられた大学図書館が、一

人一人に、本のある生活。を、忘れ難い内面の風

景を実現してい〈 乙とを心から願う。

予測し難い春の空模様。旅先の一夜が明ける

と、低〈垂れ乙めた前日の雨雲は退散し、あたり

の山肌が、うそのように鮮やかに、朝日に映えて

し •tこ。

文学部教授（英文学）
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専門の関係上、もっぱら外国文献を読まざるをえない

私にとって、文献検索はなかなか頭をなやます問題であ

る。というのも、国際法の場合はまだしも、ヨーロッパ

共同体法（EC法）となるとその考察対象がきわめて広

〈参考にすべき文献が多岐にわたるからである。文献に

関する第一の問題は、誰でも経験する乙と〉思うが、

数ある文献の中で如伺にして重要な文献を探し出すかと

いうことである。それぞれの分野において、しかも今自

分が書乙うとしている論文にとって重要な文献が何であ

るかを判断することはなかなか難しいのである。という

のも、どういう文献を選ぶかによって論文執筆者の研究

上のセンスが問われることになるからである。まずは、

日頃の研究を通して知りえた主要な文献をふまえて論文

を執筆することになるが、その過程で、著書、雑誌論

文、判例等を見る必要に迫られ、まさしく文献を検索し

なければならな〈なる。

第二の問題は、著者名目録、書名目録等からやっとお

目当の文献を探し出して書庫に行ってみると、すでにそ

の文献が借り出されているということである。乙ういう

場合、帯出者から返却してもらい見せてもらうことにな

るが、なんとな（研究意欲に少し水を差された感がす

る。最も困るのは、雑誌の検索の際、前後は揃っている

のに、自分の見たい巻あるいは号だけが欠けている場合

である。こういう時は、あたかも末尾番号1番ちがいで

宝くじの特等を逃したような衝撃を受ける。といって

も‘ふだんそんなに勉強していない〈せに、あまり勉強

ばかりするな？とし、う天の配慮ではないかと自分勝手な

理由をつけて遊んだりするので、私にとってはたまには

生じてもよい現象に思われる。

第三の問題は、雑誌論文あるいは判例の掲載誌の名

称、巻、号等が略されて記載されている場合である。和

文の場合まず問題ないが、洋雑誌あるいは外国の判例を

確めようとする場合に特に困る。洋雑誌については基本

文献の中にその略称が載っているのでよほど特殊な雑誌

でない限りなんとかなるが、判例の場合はそうはいかな

し、。

法学部教授 岡 ホオ 妥色
フロ

E C法の特徴の一つは、それが加盟国の圏内法に優位

するというととであるが、例えば、イギリスの裁判官の

中にはそれを認めない者がいて、古い判例法を援用して

E C法の適用を認めない場合がある。乙のような判断の

当否はさておき、その裁判官がやれ1700何年の‘ゃれ1800

何年のといった古い判例を引用し、しかもその判例集

の名称巻、号等をきわめて当然とばかり幡町た ．

め、 ζちらとしては調べようにもすっかりお手上げの状

態となる 3 そこで、イギリス法に関する基本書などをあ

れ乙れびっ〈り返してなんとかあたりをつけるものの、

なんとな〈すっきりしないものである。

以上が文献検索について私の感じたことであるが、次

に、知りえた文献とその内容を如伺にして整備するかと

いう問題が生じる。最も基本的な方法は、いわゆる文献

カードの作成である。この方式の欠点は、人聞の記憶力

に限度があるため（ただし個人差がある）、ある研究者

名または書名等をどのカードに書いたかを忘れることで

ある。 ζの点、電子計算機は大変重宝である。

1978年の秋、ルクセンプルクにあるEC裁判所を訪れ

て、 EC法をめぐる諸問題について裁判官達と意見を交

換したときの乙とである。話はおのずと具体的な件にお ........ 

よんだが、その際、フランス人の裁判官が傍の秘書に命 ‘’

ずるとたちまち眼前の受像機にフランス語で事件名、判

決内容が映し出され、ドイツ人の裁判官が半ば冗談ぎみ

にフランス語ではよく解らないのでドイツ語で出して〈

れというと、瞬時にして同じ内容のものがドイツ語で現

われるという状態で、文明の利器を駆使した裁判の効率

化、迅速化を目のあたりにして大いに感心した。

幸い本学にも高性能の電子計算機が購入されたので、

この機会を利用して遅ればせながら、 EC裁判所の判

例、 EC加盟諸国のEC法に関する主要な判例はもとよ

り、 ECの政治経済に関する重要な情報をインプット

し、 ECに関する一大資料セ ンターが作れたらというの

が私の夢である。

（国際法’ EC法）
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図書館と私

（本館） （書庫）

法・文学関係 4F 

商・経済学関係 3F 

教養関係 2F 

学 習 室 lF 1層 国連寄託図書館

（館内図書配置図） （隆~I の部分学部学生入室不可）

商学部商学科 81期 篠隈信

私が図書館を利用するのは、ゼミの研究やレポート作

成の時、それに資格取得のための勉強の時が中心です。

ゼミの関係で利用する時には、主に数多い蔵書のお世

話になることになります。最近では図書館の利用にも慣

れ、整然と整理された書架・索百｜カードの中から、求め

る文献を捜し出すのにも要領を得、図書館の利用に関し

て、より大きな効用を認められるようになってきたと自

負しています。研究を行なう場合などに特K嬉しく思う

のは、専門関係の雑誌・定期刊行物等が古いものから揃

文学部国際文化学科 81期今村豊子

夏目激石の作品に『三四郎』という小説があります

が、その中で三四郎が友人の与次郎から図書館通いを

勧められ、図書館に通うようになります。そこで三四郎

は、 「ど人な本を借りても、きっとだれか一度は眼を通

しているという事実」を発見し非常に驚きます。また、

ある本には意見や感掴が書いてあり、それがすこぶる面

白いという事に気付しとしサ場面があります。

．っているというととですパの事だ川図書館の存在

の意義の大きさを感じる乙とができます。

私が図書館に足を運ぶ時は、レポート作成やゼミ発表

の準備等が多いのですが、時聞が許せば閲覧室の書架の

聞をブラブラ散歩して廻ります。書名を読みながらゆ〈

のですが、実に様々な本があるのにまず驚きます。そし

て、気のむくままにその一冊を取り出して読みますと、

冒頭で触れた三四郎と同じ発見をするのです。即ち、ど

んな本でも、誰かが借りていたり、本文中に赤線が百｜い

てあったり、また、なかには読後感が認めであったりし

て、その本が人の眼に触れた事を示しているのです。そ

して、私は、時々その本を読んだ人をあれこれ空想して

みます。また、ただ書名だけを読んでゆくのもなかなか

味があり、古人の幽かな声が聞乙えてきそうな気がしま

す。更に、こうして歩き廻っていますと、どこにどんな

本があるかだいたいわかるようになってきます。

今、私は資格取得の勉強のために図書館を利用する機

会が多いのですが、本音を言えば、私は勉強に対してそ

れ程熱心な学生で－はないと，思っています。むしろ根気が

ないほうで、一人でいるとあちらこちらに気の散り易い

人間です。その意味からして、図書館に対して最も感謝

するのは、夜9時までの夜間開館です。時間管理にルー

ズになりがちな自分の性格を省みる時、夜間も開館して

いただけるということに大きな幸運を感じています。

以上のように、私は図書館を利用するに際して、その

蔵書にも勿論ですが、環境というものにも多〈期待して

います。乙のような知的空間をこれ程自由に利用できる

のは．学当三時代をおいて他にはないのかも知れません。

図書館を支えて下さっている、諸先生、館員の皆様の

御努力にはいつも感謝しています。 皆さんも、暇な折は図書館散歩をしてみませ人か？
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新入生のための読書案内

文学部 英文学科

英文学を専攻する者は、当然のことながら先ず英語に

習熟しなければならない。本学における最近の英文学科

去の一般的傾向として、英語の習熟度と学習意欲が極め

て不十分と見受けられるのは残念なことである。ここで

問題にするのは 「読む」英語についてであるが、それは

詳細な英文解釈法の参考書を熟読し、且つ、英単語熟語

集を暗記することによって要領ょく発展させられるもの

では決してないのであって、やはり 1ページでも多〈の

英文を読むという地味で、むしろ泥臭い日々の努力の積

み重ねのみが、学力の向上につながるのである。

具体的に言えば、英語や英文学講読などで教科書とし

て選ばれた作品は何度も読み返し、特に問題の箇所には

徹底的な熟読吟味を加える乙とによって、ついに全体の

ほぼ完全な理解に至ることができる。その際、辞書は高

校以来使用の英和中・小辞典だけでは駄目だ。必要に応

じて英和大辞典を参照すべきであるが、むしろ英々辞典

の使用を勧めたい。 Oxford系や Webster系などの

本格的な英語辞典が望ましいけれども、十分に使い乙な

せないとすれば、 Oxford Advanced Learner乍

Dictionary of Current English （開拓社） は説

文学部外国語学科英語専攻

愛書家のことを bibliophil というが、自分の蔵書

をたくさん持っていな〈ても読書は出来る。図書館はそ

のためにある。しかし、読書をしないで勉強は出来ま

い。勉強家は、また、 多読家でもある。しかし、 多読家

はそれだけで良い研究者である、とは必ずしもいえな

い。好きな本をあれこれ読むのは趣味としては有益な部

類に属するだろうが、勉強のための読書は、しばしば苦

痛を伴うものである。これを強いて勉めるのが、 学生の

仕事であろう。

英語専攻の学生は、卒業の頃では英語を読む力におい

て、 英文学科の学生よりも劣る、といわれている。英会

話が出来ても（出来るかどうか問題だが）、 英文学講読

の機会が少ないために、英語で書かれたものをあまり読

まないのではないだろうか。 Timeや Newsweek

各学 科主任に 聞く

教授真鍋 誠

明が平易で、語法上の注意が行き届いているので、最も

手頃なものであり、これらの英々辞典を平素使用するこ

とによって英語の語感を鋭敏にすることができる。次に

教科書の精読だげでは量が限られるので、興味の趣〈ま

まに初めは表現の平易なもの｛例えば現代の小説・評論

など）から始めて、様々な時代，：.；ャンルの作品の多読

を心掛けてもらいたい。こちらは少々判らない所があ

η ても大胆に読み進むことだ。これとは別に場合によっ

ては翻訳を読むことも、ハンドブックの類いで梗概や解

説を読んで作品を読んだつもりになるよりもはるかに有

益であり、誤訳が一つもなし、翻献は滅多に存在しない、

と言われるとしても、 誤訳tこあま り拘泥しないで一応

割り切って読むべきであろう。但し、詩および、或る作

家の、或る種の作品は原文でなければそれを真に味わう

ことは、不可能だということを忘れてはいけなし、要す

るに、英・米文学史上に名高い主要な作品を一通り読む

だけでも、気の遠〈なるような目標であるかもしれない

が、何を読もうかと徒に右顧左阿することなく、少しで

も関心を百｜し、た作品を直ちに手に取って、次々に読破し

て行〈ことが肝要だと思う。 （英文学）

教授村 上 隆太

のような雑誌でも良い。カラー写真に魅かれて見る紀行

でも良い。 普段から英語の文字に親しんでお〈乙とが、

後民英文の専門書に取り組むことを容易にする。訳書が

ある場合でも無理して原書を読むか、少くとも両者を比

べてみる〈らいはしてほしい。

英専の専攻分野は、英語学、コミニケーション、実務

英語に分かれているので、読むべき本は多岐にわたり

ここでその一つ一つをあげーることは難しいが、初めは広

いそして、徐々に専門的な分野へと読書を進めてい〈

のが良いだろう。その連携は、それぞれの本に掲げてあ

る参考書目を活用することで能率よ〈出来る。きらに、

速読の方法を身につけて出来るだけ多くの英書を読んで、

知識を得、かつ精読によって深い読みの能力を育ててほ

しい。 （英語学）

． 

． 
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文学部外国語学科フランス語専攻 教授有田忠郎

フランス語の学習に必要な書物については、授業で教

わると思うのでここでは触れません。また読書の意義や

心得は各人で体得すべきこと．縁のない人には無用のこ

とですから、これも喋々したくはありません。具体的に

数点の書物をお勧めし、その理由を述べて御参考に供す

るにとどめます。

(1; 杉田玄白『蘭学事始』 （岩波文庫）。テレビ講座や

カセットレコーダ一等、外国語学習の手段は昔に比べて

豊富になりました。しかし初学の「志｜は同様に固いで

しょうか。 ζの古典は、外国の言語や文化を学ぶ困難

と、それに立ち向う勇気を今も教えてくれるでしょう。

この書物を素材にした小説に吉村昭『冬の鷹』（新潮文

庫）があります。併せ読むと面白いと思います。

② 阿部良雄『若いヨーロッパ』 （中公文庫）。パリに

留学した日本人が、異国の社会の中で自分を見失ったり

文学部児童教育学科

ニュースとしては、いささか旧聞に属する乙とです

が、この春学習研究社が募集レた誤字 e当て字コンテス

トで、大賞を射とめたのは、次のものでした。 「ずいぶ

ん考えた末、私もついに決心して彼を締めようと思いま

す。苦しい胸のうちお察し下さい。 ・一」。煮え切らな

い恋人に見切りをつけた女性が、親友に打ち明けた手紙

の一節ですが、 f締める」はむろん「諦（あきら）める

」の間違い、さらに優秀賞の中からいくつかを紹介する

と、 「遺産争族」 （漢字テストり中での中学生の答え＝

遺産相続） 、 「婚前一体」 （同高校生の答え＝庫然一

体）、 「私が課長になれば忠犬幹部として 」 （課長

昇格詰験のレポート＝中堅幹部として）等々、日本人の

ユーモア感覚の向上なのか、漢字能力の低下なのか、あ

るいはもっと根深い一般教養の脆弱性なのか、微苦笑を

発見したりして行〈記録です。同種の体験記としては森

有正の文章も貴重ですが、より若い世代の溌刺とした「

知の官険」として、本書をお勧めします。 「勇気」を、

学習に必要な「軽薄さ」と定義し実行している点、斬新

です。

③ 増田純男編『言語戦争」（大修館）。言語が如何に人

聞社会と文化の葎立の根底に係るかを、時事的報告風に

生々しく描いています。言葉への新しい視角を得るため

の一冊ですc

④ 大岡信「詩への架橋』（岩波新書）。外国語を学ぶ基

盤には、母国語への曇りない愛着がほしいもの。詩を通

じて日本語を深〈味わうための一間です。訊詩も収めら

れ、第八章以下は特に参考になるかもしれません。

⑤ 「私の古典」と呼ぶことのできる一冊を探すこと。

乙れは宝涯の宝になると思います。 （フランス文学）

教授岩城富美子

義務教育の普及率といい、高校・大学への進学率とい

い、現在日本人の教育程度は、欧米諸国をはるかに凌ぐ

現状だと言われます。又戦前のそれにくらべても、同じ

ことが言えそうです。しかし教養の程度や内容は、必ず

しも教育制度の充実や、教育を受ける期間の長短と、一

致するものではないのかもしれませんね。

自らを耕すといいますが、 積極的に学び取ろうとする

構えがなければ、大学四年間の勉学も、単に卒業をする

ための単位をととのえるだけの生活に堕してしまうこと

でしょう。

教養、専門各分野に亘って、幅広しかっ奥行きの深

い知識と技能を、真に身につけて〈ださい。いかに学

び、又何を読むべきか、それを自分で模索することか

ら、主体的な大学宣活の一歩は初まるように思えます。

．禁じ得ない傑作？が沢山ありました。 （児童j心理学）

文学部国際文化学科

大学に入り自らの道を求める学生達のよき先達氏、雑

誌がある。人生の指針を得、かつは哲学・倫理学のため

にも、と小樋井滋先生が勧められたのは「理想（理想

社）」・「思想（岩波）」だったっ滝沢寿一先生は「現

代思想（青土社）」だった。滝沢先生は、さらにより広

いと「ユリイカ一一詩と批評（青土社）」・「現代の

エスプリ（至文堂）」も勧められ、これらは、感覚が新

しい、学際的咽人類学的でよい、と言われる。国文学で

は「国文学解釈と鑑賞（至文堂）」・ 「国文学（学燈

社）」がよい。高度なものでは「文学（岩波）」もよ

い。 「文学」は樋口進先生も中国文学（含漢文学）研究

のためにも、と勧められた。史学のために福本保信先生

・西尾陽太郎先生は「歴史と人物（中央公論） Jを勧め
られた。さらに西尾先生は日本史研究のために「日本歴

史（吉川弘文館）」を、西嶋幸右先生は日本史・世界史

研究のために「史学雑誌（山川出版）」・「歴史地理教

助教授山中耕作

育（歴史教育者協議会）」を勧められた。人類学では大

谷裕文先生が「季刊人類学（京大社会人類学研究室）」

．「民族学（民族学博物館）」を勧められた。舞台芸術

。美術では滝沢先生が「悲劇喜劇（早川書房）」・「芸

術新潮（新潮）」を、副島三喜男先生が雑誌ではない

が、土方定一著「日本の近代美術（岩波文庫）」を、す

と味がある、と勧められた。一方、多久和新繭先生は「

タイム」・「ニューズウィーク」・「アサヒイブニング

ニューズJ.「ジャパンタイムズ」の購読を勧められ
た。語学訓練のために樋口先生は「中国語講座（NHK

）」・「中国語（大修館）」、中島和男先生は「初級ド

イツ語（第三書房）」・「基礎ドイツ語（三修社）」、

西l鳴先生は「基礎フランス語（三修社）」・「ふらんす

（白水杜）」をそれぞれ勧められた。以上いずれも初学

向きのものを紹介していただいた。図書館・生協でも備

えているので、ぜひ手にとってほしい。 （日本文学）
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商学部 商学科

商学部商学科の一年生は、商学総論と簿記原理Iが必

修科目です。したがって、このニ科目の参考図書を紹介

します。

商学総論は、一年次で学ぶ商業史総論、二年次で学ぶ

商業政策総論、三年次以上で学ぶマーケティ ング論、貿

易論、銀行論、交通論、保険論、商品学、商業英語、中

小企業論、市場調査論、 広告論などの全ての専門科目の

重要な基礎科目です。したがって、単に商学総論のテキ

ス卜のみではなく 、さ らに、つぎのよ うな図書を参考に

する乙とをおすすめします。

0 沢田允茂著 「知識の構造」 NH  K市民大学叢書

（日本放送協会）

0 山内恭彦編「現代科学の方法」NH K市民大学叢

書（日本放送協会）

0 久保村隆祐・荒川祐吉編「商業学」有斐閣大学双

書 （有斐閣）

0 橋本勲（他） 「現代の流通経済」 （有斐閣）

0 橋本勲著 「現代商業学」 （ミネルヴァ書房）

簿記原理Iは、二年次で学ぶ会計学原理、 簿記原理

商学部 経営学科

経営学とは何か。経営学は若い学問領域であるが、時

代とともにしだいにその意義が認識されつつある。それ

というのも、企業経営が今日の社会で大きな役割を演じ

るようになってきたからである。われわれの身のまわり

の事柄は、ほとんど何らかの形で企業とかかわりをもっ

ている。企業は、今日の人間生活の一環として根づいて

おり、企業のあり方が将来の人間生活にきわめて大きな

影響を及ぼすのである。そこで、われわれは、真剣に企

業の経営を学ばなければならない。

企業はわれわれにとって何であるのか。まさに、企業

経営を現代に問うという問題意識をもって、経営学を学

んでもらいたい。今日、企業はそのあ り方がさ まざまに

関われている。企業が、従業員、消費者、株主、地域社

会、国家、国際社会などさまぎまな環境にどのように適

応してい〈 のか。 そのような学問とは何なのか。その深

奥をのぞきみてみようという気持をもって、企業経営の

経済学部 経済学科

時々経済学は難しいということを、耳にする乙とがあ

る。しかしながら、難しいのは、伺も経済学に限ったこ

とではないどの専門領域についてもいえる乙とであろ

う。専門知識を身につけるということは、 それ程簡単な

乙とではないのである。だから、大学での講義や演習

が、いわば「タナボタ」式に、それに出席さえすれば与

えてくれるなどと考えるならば、 それは、とんでもない

考え違いであろう。大学の講義は、むしろ、 難しいもの

と考えてよい。

教授高田駒次郎

E、工業簿記論、三年次以上で学ぶ原価計算論、管理会

計論、銀行会計論、財務諸表論、税務会計論、会計監査

論などの全ての専門科目の重要な基礎科目です。したが

って、 単に簿記原理 Iのテキストおよび問題集のみでは

なしさらに、つぎのような図書を参考にする乙とをお

すすめします。

0 沼田嘉稽（他） 「簿記の学び方・ 考え方」 （中央

経済社）

0 黒沢清著 「商業簿記」 （一橋出版）

0 小島男佐夫・ 木村和三郎著 「簿記学入門」 （森山

書店）

0 沼田嘉穂著「簿記教科書」 （同文館）

0 飯野利夫 ・染谷恭次郎編著「明解簿記3級」

（国元書房）

0 新井清光編著「簿記検定3級」 （税務経理協会）

いずれにしても、高校時代は大学受験用の図書を読む

ことばかりに追われてきたのであるから、大学に入った

からにはゆっ〈りと腰を落ちつけて、計画的に真の学問

に取り組んで欲しいと思います。 （会計監査論）

助教授 野 藤 忠

勉強を開始しよう。

経営学の勉強を始める場合花、乙の本を読めばよい、

ということはなかなか言いにくい面もある。いろいろな

視点や角度から企業経営の研究が行なわれているのが実

情である。大学1年生の時には、まだ十分に現実の企業

活動に関心をもたれないようであるが、幸いに必修科目

の経営学総論があるから、経営学とは何かの入門的なこ

とを学ぶ機会がある。最初のあいだは、経営学の理論に

面白みを感じられないかもしれない。そのために、現実

ω企業経営をめぐるさまざまな問題を、本はもちろλ、

テレビ、 新聞、雑誌などで知りながら同時に理論の勉強

を行なってし吋方が興味がわいて 〈るように思われる。

したがって、さ まざまなたくさんの本を読まれることを

期待している。そのなかから、自分の生き方や考え方に

合い、自分で納得できるものを見いだしてもらいたい。

（経営学）

教授 r.f-1 村 清

改めていうまでもな〈、専門の学問というものは、そ

れぞれ特有な内容をもった専門用語と、そしてまた特有

な理論とその体系をもっている。それは、いわば、新入生

諸君がいままでに接してきた知的世界とは異なって、そ

れよりもはるかに理論的な抽象度が高しまたはるかに

厳密な概念構成と厳密な理論体系の世界なのである。だ

から、それを理解するだけでも、いままで以上の、 知的

緊張をともなった努力が必要であろう。しかしながら、

そのような専門的知識の領域に、本格的に一歩でもふみ

． 

． 
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乙むならば、そこには、今までの知的世界では気づかな

かった．そしてそういう知的世界のより根底にある、物

事の本質的なものが見えだして くることにもなる。

そのためには、まずさ しあたって、それぞれの科目の

テキストを、繰り返し読んで理解する乙とが必要で、あろ

つ。
そしてさらに、各科目ιついて、少な くとも 2・3冊
程度の本格的な専門書を読まなければな らないだろう。

法学部 法律学科

夏目散石の「三四郎jの中に、大学に入った三四郎

が、与次郎に『乙れから先は図書館でな 〈っちゃ物足り

ない』と云われて始めて図書館にはいるととを知った、

というと乙ろがあるが、私なども講義の合間にはよく図

書館にいったことを憶い出す。旧い煉瓦造りの建物で、

大きな窓の側に銀杏の木があり、秋には散りかかる黄葉

が青い空に鮮かであった。近年、母校と同じ くEッショ

ン・スクールたる本学に転じてきて、暫〈忘れていた情

景が今またと乙にあることに気がつき、ほんと うに懐し

いと思う此頃である。

さて、法律学の専門書として読まなければならないも

のについては色講義の際に紹介されるであろうから、そ

れを指標とされたらよい。そのほかに一般的或いは基本

的なものとしてよく知られているものを一、二挙 げれ

ば、ルソー「民約論」、モンテスキ三一「法の精神」、

ホッブス「レヴァイアサン」、近くはイェーリング「権

利のための闘争」、ケルゼ、ン「デモクラシーの本質と価

値」、ラードブルフ「法学入門」、ヴィ ノグラドフ「法

における常識Jなどがあり、何れも邦訳が出 会れてい

る。ただ、法律学も結局は人間の研究なのであるから、

そうしたものと併せて、哲学・宗教・文学など、できる

一般教育

受験勉強から解放された諸君に、乙れから本来の意味

での学問に取組んでもらいたいと願っています。さて学

問は問うことから始まると言われています。勿論問うと

言っても、テレビのクイズ番組から入試問題まで色々あ

りますが、これらの質問には凡て前もって正解が用意さ

れています。しかし本格的な聞は既製の答には満足しま

せん。 むしろ未知の答を求めての学問の歩みがそ乙から
フィロソフィァ

始まるのです。愛知の学としての哲 学 がアポリアと

呼ばれる所以もそこにあります。乙乙で問うと言うこと

についていま少し立入って考えてみたレと思います。人

は何故問うのか。それは彼が知らないから問うのだと言

う尤もな答が返って来ます。しかしその答は直ちにいま

一つの聞を呼ぴおこします。人は果して知らないものに

ついて問う ζとが出来るだろうか。たしかに私たちは、

見た乙とも聞いたこともない、したがってまた考えたと

テキスト と数冊の専門書の内容が理解されるならぼ、講

義の内容が、 ある種の巾や奥行をもって理解されうるだ

ろう。しかし、経済学では、それだけでは不十分であ

る。そのような基礎的な読書と並行して、 現実の経済現

象に関心をもち、また問題意識をもつことも必要であろ

う。そして、時事的な経済の専門誌を読むことも、必要

なのである。 （経済原論）

教 授 ム、
I 威井

だけ広い分野にわたって、従来から古典としのて定評あ
しよ うりよ弓

るものを渉猟することも必要なのではあるまいか。私

共の学生時代には、カン卜の「実践理性批判」だとか西

田幾多郎博士の 「善の研究」の文庫本なんかをポケット

にしのばせておかないと恰好がつかないように思った。

カントの難解な醗訳本など読んでもよく判るはずがない

のだけれども、判ろうとする気持、大げさにいえば、 真

理への憧れみたいなものは常に心のどこかにあったよう

に思う。

それから、法律学も他の諸学と同様、日進月歩という

べきか、次々と種々な問題や考え方が提示されて止ると

ころを知らないが、とうした状況で特に重要な役割を果

すのが専門雑誌である。我が学部の「法学論集」をはじ

め各大学から出されている論集のほかに、 「ヅュリスト

」、 「法律時報」、 「法学セミナー」、 「法律のひろば

」などがあり、夫々工夫をこらした編集がなされている

が、 学生向きのものとして最近「LawSchool」が出て
し、る。

何れにしても、できるだけ図書館に親しみ、学問的雰

囲気に浸ってもらいたいものである。

（憲法）

教授泉 日目 雄

ともないものについては質問のしようも ありません。つ

まり私たちが問うためには、問うものについて予め何ら

かの知識を持っていなければならないのです。乙のよう

に私たちが本質的な聞に導かれて学問的探究を始める為

には、何よりも先づ私たちが対象に即して、いかに問

うかということを学ばなければなりません3 もし大学に

おける学聞に新しさがあるとすれば、それは問うことを

学ぶという点にあるのではないでしょうか。そしてその

ような学習は、諸君の自主的な読書に倹つほかはありま

せん。参考まで次の書名を挙げておきます。

0 E.H.カー 「歴史とは何か」 （岩波新書）

0 P.ティリッヒ 「荏在への勇気」 （新教新書）

0 O.F.ポルノー「認識の哲学」 （理想社）

（基督教学）
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大お知らせ・ニュース・ NEWS 大

〔入退館（室）手続〕 （学生証は必ず携帯すること）

新入生の皆さん、と入学おめでとうございます。

皆さんを、図書館にご案内するために、簡単な手続き

の流れを図示しましたので、ご利用下さい。

なお、詳しくは、 「利用案内Jをお読み下さい。

く図書館委員会＞

昭和55年3月28日 伍55年度図書館予算について他

く人事異動＞ 一新任ー 55. 4. 1付

司 書渡 辺 浩之 一閲覧 係

司書補 工藤クララー和漢書整理係

く洋書の書名目録作成開始＞

かねてから利用者の皆さんから作成を望まれていまし

た‘洋書の書名目録を約1年をかけて作成するこ とに

し、 4月から開始しました。 蔵書分約12万冊について原

カードを複写し、配列するため1年相当の日数がかかり

ますので、今しばらくお待ちください。

昭和55年度 図書館行事予定表

55年
2月7日 （木） ～4月10日（木） 春季休暇

学習室閉室

2月8、9、12日は入学試験の

ため休館

4月7日（月） 新入学生利用指導（文・法）

8日（火） I/ I/ （商・経）

5月10日（土） 学院創立記念日で休館

7月1日 （火） 夏休長期貸出開始（9月17日ま

で）

11日（金） ～9月3日 （水）夏季休暇

学習室閉室

9月8日（月）～9月27日（土）前期詰験

29日（月） 30日 （火）大学休業のため休館

11月中旬 大学祭期間中学習室開室

12月15日 （月） 冬休長期貸出開始(1月17日まで）

25日 （木） ～1月7日 （水）冬季休暇
学習室閉室

27日（土） 開館9: 00～12: 00 

29日（月）～1月5日（月） 年末年始の休館

56年
1月19日 （月） ～2月6日（金） 後期試験

28日（水） 春休長期貸出開始

（卒業予定者は2月末日まで〉
上記以外者は4月22日まで

2月7日（土）～4月10日（金）春季休暇

学習室閉室

中旬 入学誌験のため休館

3月中旬 在庫調査で開契閲覧室開室

休館 ・閉館その他行事予定については、
そのつど、図書館の玄関に掲示します。
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